
第２１回 アビリンピック福井大会  

ワード・プロセッサ競技  

課題 1≪文字入力≫ 

１．文字入力課題の制限時間は２０分です。 

 

２．Ｗｏｒｄの新規文書を開いて下記の仕様に設定しなさい。指示以外は既

定値のままとする。 

＜仕様＞ 

(1)．【レイアウト】タブの【ページ設定】から、Ａ４縦サイズ横書

き、１行の文字数は３０文字、行数は３０行に設定し、余白につい

ては、上下左右とも３０mm とすること。 

 

(2)．また同じく【レイアウト】タブの【ページ設定】の【フォントの

設定】から、日本語用のフォントはＭＳ明朝、英数字用は（日本語

用と同じフォント）、フォントサイズは１０．５になっていること

を確認すること。（なっていなければ、変更すること。） 

 

３．以上の設定が終わったら配布資料のように、1 行目に 競技者番号 氏

名をそれぞれ全角数字と全角ひらがな文字で入力し、文書の入力を始めな

さい。（文中の□は、改行を意味しているだけなので、入力の必要はな

い。） 

 

４．文書は、配布したＵＳＢ内のフォルダ「課題１」の中に保存しなさい。

保存するファイル名は、花筐公園 競技者番号 氏名 とすること。 

 

５．制限時間になったら、所定の用紙にプリントアウトしなさい。 

 

６．プリントアウトした作品と、文書を保存したＵＳＢを提出しなさい。 



１  ふ く い た ろ う  

□  

 越 前 市 の 街 中 か ら 車 で ２ ０ 分 程 走 っ た 所 に 位 置 す る 、 花 筐 公 園

（ ｋ ａ ｋ ｙ ｏ ｕ  Ｐ ａ ｒ ｋ ） 。 こ の 公 園 は 、 桜 の 名 所 と し て 知 ら れ

て い ま す が 、 継 体 天 皇 ゆ か り の 地 と し て も 有 名 な 場 所 で あ り ま す 。

花 筐 公 園 の 名 に あ る 『 花 筐 （ は な が た み ） 』 は 、 花 籠 （ は な か ご ）

の 意 味 の よ う で す 。  

 室 町 時 代 の 能 楽 師 で あ る 世 阿 弥 （ Ｚ ｅ ａ ｍ ｉ ） に よ れ ば 、 継 体 天

皇 は 天 皇 と な る 前 、 こ の 地 帯 の 王 と し て 愛 人 で あ る 『 照 日 の 前 』 と

仲 睦 ま じ く 暮 ら し て お ら れ た そ う で す 。 し か し 、 大 和 朝 廷 か ら 天 皇

と し て 都 で 即 位 す る よ う に 、 と の 突 然 の 指 示 が あ り 、 急 き ょ 都 へ 旅

立 つ こ と と な り ま し た 。 離 れ 離 れ と な っ た 王 は 、 『 照 日 の 前 』 に お

別 れ の 手 紙 と 、 愛 用 し て い た 『 花 筐 』 を 送 ら れ ま し た 。 『 照 日 の 前 』

は 、 王 の 即 位 を 喜 ん だ も の の 、 別 れ が つ ら く て 悲 嘆 に 暮 れ 、 と う と

う 発 狂 し て し ま い ま す 。  

 時 が 過 ぎ 、 継 体 天 皇 と し て 即 位 し た 王 は 、 秋 に 家 臣 を 連 れ て 紅 葉

狩 り に 出 か け ま す 。 そ の 時 、 王 を 慕 っ て 都 に 来 て い た 『 照 日 の 前 』

が 、 天 皇 の 行 列 に 飛 び 込 ん で し ま い ま す 。 無 礼 者 と し て 捕 え ら れ た

『 照 日 の 前 』 は 、 肌 身 離 さ ず 持 っ て い た 『 花 筐 』 を 路 に 落 と し て し

ま い ま す 。 そ れ を 見 た 天 皇 は 、 自 分 が 以 前 愛 用 し て い た 『 花 筐 』 で

あ る こ と を 思 い 出 し 、 狂 女 が 『 照 日 の 前 』 で あ る と 確 信 し ま す 。 天

皇 は 、 狂 女 と な っ た 『 照 日 の 前 』 を 一 緒 に 都 に 連 れ て 帰 り 、 再 び 一

緒 に 暮 ら す こ と と な っ た と い う こ と で あ り ま す 。  

 『 花 筐 公 園 』 は 、 こ の よ う な 継 体 天 皇 と 『 照 日 の 前 』 の 伝 説 を 記

念 し て 、 江 戸 時 代 に 桜 の 名 所 と し て 設 営 さ れ 、 現 在 に 至 っ て い る の

で す 。  



課題２ 

第２１回アビリンピック福井大会 

ワード・プロセッサ競技 

課題２≪文書作成≫ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．制限時間は３０分です。 

 

２．Ｗｏｒｄの新規シートを開いて、以下の＜仕様＞に従い、次ページの課題の文書を

作成しなさい。 

＜仕様＞ 

（１）フォントは指定がある箇所以外は、ＭＳ明朝（英数字用のフォントは、日本語用

と同じフォント）、サイズは１０．５ポイントとすること。 

（２）１行の文字数は３８文字、行数は課題の最終行を４０行で設定する。また印刷面

の余白は、上下左右それぞれ２５ｍｍにすること。 

（３）１行目に選手番号 氏名をそれぞれ全角数字と全角ひらがなで入力すること。 

（４）課題中の□印は改行を示すもので、入力はしないこと。 

（５）課題中の赤の★印や文章、その他記号は指示事項なので、入力しないこと。 

（６）印刷はＡ４縦１枚に収めること。１枚に収まらない場合は、行数を調整しても構

わない。 

（７）★印以外の編集等については、配布資料を参考にすること。 

ただし、ワープロソフト（バージョン）の特性により、スタイル等が配布資料と

異なった場合は減点の対象としない。 

 

３．課題が完了したら、ＵＳＢ内の「課題２」フォルダに保存しなさい。保存するファ

イル名は、新酒体験会 選手番号 氏名 とすること。 

 

４．制限時間になったら、所定の用紙にプリントアウトしなさい。 

 

５．プリントアウトした作品と、文書を保存したＵＳＢを提出しなさい。 



１ ふくいたろう 

□ 

令和５年２月５日 

町内会会員各位 

千歳町町会長 

若狭 三郎 

□ 

三方酒造新酒試飲体験会のご案内 
□ 

 昨年までコロナ禍により中断しておりました新酒の試飲体験会を、三方酒造様のご

厚意により、今年は下記の要領で復活開催させていただきます。名酒『水月湖』等の

試飲も予定されているとのこと。２０
．．

歳以上
．．．

の
．
会員
．．

の
．
方
．
は、是非ご参加ください。 

□ 

記 

□★概ね下記の大きさで表を作成し、表を右揃えに配置すること 

新酒試飲体験会の概要 

★開 催 日 時 令和５年３月１０日（金）（雨天決行） 

★集 合 場 所 

 集 合 時 間 

１１時００分 分銅公民館 バス２台に分乗して移動

します。（時間厳守） １１時１５分 常盤寺前 

★昼 食 
１１時３０分 食事処『日向湖』到着 

（会席弁当を御用意します。） 

★試飲会での 

 スケジュール 

１３時００分～ 工場見学 

１３時３０分～ 試飲会（おつまみを用意します。） 

１４時３０分～ 直売所 

１５時００分 バスにて出発（集合場所にて解散） 

  （参考）２０才未満の方やご希望の方には、ノンアルコール飲料の提供あり。 

以上 

□ 

□ 

参 加 申 込 書 

氏名（最大４名様までの応募が可能です。） 

○代    

住所  電話番号  

希望集合場所 ・分銅公民館  ・常盤寺前 飲酒予定者の人数 人 

（注意）２月２５日締切り。（尚、先着５０名に達した時点で応募は終了します。） 

この件に関する質問は事務局 松原あおい迄 

℡０７７０－４５－６７８９ 

切り取り線 

★MS ゴシック、★18 ポイント、★斜体、★センタリング 

★MS ゴシック、★１２ポイント、
★太字、★センタリング ★
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★傍点（・）の設定を行うこと 

★配布資料を参考に、表に罫線の
設定を行うこと  

★配布資料を参考に、セルの結
合や罫線の設定を行うこと 

★囲い文字の設定  

★切り取り線の線と文字を設定すること  

★MSP ゴシック、★１２ポイント★下線  
★８文字の均等割付を設定すること  
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第２１回アビリンピック福井大会 

ワード・プロセッサ競技 

課題３≪文書の編集・校正≫ 
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１．制限時間は３０分です。 

２．USB内の『課題３ 課題』を開いて、文書の加工を行います。 

  次の＜仕様＞に従い、文書の編集･校正を行いなさい。 

＜仕様＞ 

（１）以下の編集・校正を行うこと。課題中の①等の数字は、次の編集等の箇所を示し、□は改行を意

味するので、入力の必要はない。(指示以外の変更は行わないこと) 

①レイアウト変更１ 

・「レイアウト」の「ページ設定」の「余

白」より、余白は上下左右全て 20

㎜に、「文字数と行数」から、一行

の文字数を 40文字、行数を 40行

に変更すること 

②レイアウト変更２ 

・同じく「ページ設定」の｛フォントの設

定｝より、この文章のフォントを「ＭＳ

Ｐ明朝」、英数字用のフォントを「日

本語用と同じフォント」に変更するこ

と 

③行挿入と氏名入力 

 ・一行目に、新たに２行を挿入

し、１行目に選手番号（全角数

字）と選手氏名（全角ひらがな）

を入力すること。 

④タイトルの行の編集１ 

・『「ちひろの生まれた家」記念館につ

いて』のフォントを「ＭＳＰゴシッ

ク」、「12ポイント」、「太字」に変更

すること 

⑤図の挿入 

・ＵＳＢ内の「添付用データ」にある挿

絵を切りとって、『配布資料』と同じ

位置に貼り付けること 

⑥図形の挿入 

・『配布資料』を参考に長方形（概

ね縦100㎜×横75㎜）の図形を

挿入すること 

⑦図形の加工 

・⑥で挿入した図形の枠線の色を「赤」に変

更し、さらに塗りつぶしの色を「薄いゴー

ルド系の色」に変更すること 

⑧文字の挿入 

・⑦で加工した図形の中に『配布資

料』を参考にして、いわさきちひろ

の略歴部分を切りとって貼り付ける

こと 

⑨挿入した文書の編集 

・⑧で挿入した文字の色を「黒」

に、フォントを「HGPゴシックE」

に変更し、文章を「両端揃え」に

すること 

⑩改行の実施 

・『配布資料』を参考に、『ちひろ美術

館・東京』と『「ちひろの生まれた家」

記念館の概要』の前を改行すること 

⑪書式のコピー 

・④で設定した書式を、『ちひろ美術

館・東京』と『安曇野ちひろ美術館』

と『「ちひろの生まれた家」記念館』

にコピーすること 

⑫段組みの実施 

・『配布資料』を参考に、『ちひろ美

術館・東京』と『安曇野ちひろ美

術館』の文章に２段の「段組み」

を設定すること 

⑬均等割付の設定 

・『配布資料』を参考に、『「ちひろの

生まれた家」記念館』の概要の●

の後の項目に、４文字の「均等割」

の設定を行うこと 

⑭割注の設定 

・『配布資料』を参考に、『「ちひろの生

まれた家」記念館』の文章中の※の

箇所に、（）付き「割注」を設定する

こと 

⑮文章の整理 

・『配布資料』を参考に、『「ちひろ

の生まれた家」記念館の概要』

の文章中の文字の配置を整理

すること 

⑯文末の文章の配置 

・『配布資料』を参考に、文末の３行を

適当な位置に改行して、右揃えに

すること 

⑰地図の作成 

・USB内にある『添付用データ』にある

地図を、部品図から部品を付け足し

て『添付用データ』内で完成させる

こと 

⑱『図』として貼り付け 

・『添付用データ』内で完成した地

図をコピーし、、『配布資料』を

参考に、『図』として『課題』に貼

り付けること 

（２）ページのレイアウト等に係る設定については、指示以外に変更しないこと。ただし、印刷を 

   １枚に納めるために必要ならば、行数を増やしても構わない。 

３．課題が完成したら、ＵＳＢメモリ内の「課題３」フォルダに保存しなさい。保存するファイル名は、

ちひろ 選手番号 選手氏名  とすること。 

４．所定の用紙にプリントアウトしなさい。 

５．プリントアウトした作品と、ＵＳＢメモリを提出しなさい。 



１ ふくいたろう 

□ 

「ちひろの生まれた家」記念館について 

 越前市の駅から徒歩１０分の所に「いわさきちひろ」の生家が

あります。ちひろの母である文江は、奈良女子高等師範学校

（現  奈良女子大学）を卒業し、武生町立実科高等女学校（現  

県立武生高等学校）の教師として教鞭を執っていましたが、や

がて「ちひろ」を身ごもり、出産します。そして、その後生まれたば

かりの「ちひろ」を抱いて父親正勝の住む東京へと旅立ちます。

その間住んでいたのが、この記念館になります。 

□ 

ちひろ美術館・東京  

 １９７７年ちひろの自宅の一角に立てられた、

世界で初めての絵本美術館。ちひろと世界の

絵本画家の作品を紹介する展示室をはじめ、

忠実に復元されたアトリエやちひろが愛した草

花が咲く「ちひろの庭」等があります。 

安曇野ちひろ美術館  

ちひろ美術館の開館２０周年を記念して、ちひ

ろの心のふるさとである信州・安曇野に建てられ

た美術館。周囲に広がる安曇野ちひろ公園に

は、ちひろの絵で愛される「窓ぎわのトットちゃん」

の物語にちなんだ「トットちゃん広場」もあります。 

□ 

「ちひろの生まれた家」記念館の概要  

 ●所 在 地 福井県越前市天王町４－１４ 

 ●電話番号 ０７７８－６６－７１１２ 

 ●開館時間 １０：００～１６：００ 

 ●休 館 日 毎週火曜日   (※祝 日の場 合は、

翌 平 日 が休 館 日 ) 

 ●入 館 料 一般３００円   (※ 高 校 生

以 下 は無料 ) 

 ●ア ク セ ス 

   ・電車を利用の場合  

    ＪＲ武生駅より徒歩約１０分  

    （タクシー利用の場合は約５分） 

  ・車を利用の場合  

    北陸自動車道武生Ｉ.Ｃ.より約１５分  

 

 

 

 

 

 

★一般社団法人越前市観光協会  

「ちひろの生まれた家」記念館  

パンフレットより引用  

いわさきちひろの略歴  

 日本を代表する絵本画家。越前市で

生まれ、東京で育った。１９５０年、紙芝

居「お母さんの話」を出版し、文部大臣

賞を受賞。１９５１年長男を出産し、その

翌年、下石神井に自宅兼アトリエを建て

る。１９５６年小学館絵画賞、１９６１年に

産経児童出版文化賞、１９７３年に「こと

りのくるひ」でボローニャ国債児童図書

展グラフィック賞等を受賞。１９７４年肝

ガンのため死去。享年５５歳。青春時代

の戦争体験から、「世界中の子供みん

なに平和としあわせを」と願い、子供を

生涯のテーマとした。現存する作品数は

約９，６００点にものぼる。 

 

①、②は文章全体に対する指示  

③ 

④ 

⑤ 

⑥ 

⑦ 

⑧ 

⑨ 

⑩ 

⑩ 

⑪ ⑪ 

⑪ 

⑫ 

⑬ 

⑭ 

⑮ 

⑯ 

⑰、⑱ 


